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標準的な接種年齢

接種が定められている年齢

*1 D：ジフテリア、P：百日咳、T：破傷風 を表す。
*2 原則としてMRワクチンを接種。なお、同じ期内で麻疹ワクチンまたは風疹ワクチンのいずれか一方を受けた者、あるいは特に単抗原ワクチンの接種を希望する者は単抗原ワクチンを接種。
*3 高校2年生に相当する者で、学校から海外に修学旅行、研修旅行等に行く者は第4期の定期接種として接種可能。（2011年5月20日～2012年3月31日まで）
*4 4回すべて受けていない者は、第1回目の接種後6日から28日までの間隔をおいて第2回目を接種し、第3回目の接種は第2回目から概ね１年あけて接種する。第4回目の接種は9歳以上で接種することとし、第3回目の接種からは6日以上の間隔を
　おいて接種する。これまでに1回でも受けたことがある者は、残りの接種（１～3回）を6日以上の間隔をおいて接種する。なお、第4回目の接種は9歳以上で接種する。
*5 2008年12月19日から国内での接種開始。生後2ヵ月以上5歳未満の間にある者に行うが、標準として生後2ヵ月以上7ヵ月未満で接種を開始すること。接種方法は、通常、4～8週間の間隔で3回皮下接種（医師が必要と認めた場合には3週間間隔で接種可
　能）。3回目の接種後おおむね1年の間隔をおいて，1回皮下接種。接種開始が生後7ヵ月以上12ヵ月未満の場合は、通常、4～8週間の間隔で2回皮下接種（医師が必要と認めた場合には3週間間隔で接種可能）。2回目の接種後おおむね1年の間隔をおいて，
　1回皮下接種。接種開始が1歳以上5歳未満の場合、通常，1回皮下接種。子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業の対象。 
*6 2009年10月16日に薬事法に基づき製造販売承認され、2010年2月24日から国内での接種開始。生後2ヵ月以上7ヵ月未満で開始し、27日間以上の間隔で3回接種。追加免疫は通常、生後12～15ヵ月に1回接種の合計4回接種。接種もれ者には、次のような
　スケジュールで接種。 生後7ヵ月以上12ヵ月未満の場合： 27日以上の間隔で2回接種したのち、60日間以上あけて追加接種を1歳以降に1回接種。 1歳：60日間以上の間隔で2回接種 。2歳以上9歳以下：1回接種。 子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業の対象。
*7 子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業の対象。左記事業の対象年齢は、13歳になる年度から16歳になる年度の者（あるいは12歳になる年度から15歳になる年度の者）
*8 妊娠中に検査を行い、HBs抗原陽性（HBe抗原陽性、陰性の両方とも）の母親からの出生児は、出生後できるだけ早期及び、生後2ヵ月にHB免疫グロブリン（HBIG）を接種、ただし、HBe抗原陰性の母親から生まれた児の場合は2回目のHBIGを省略しても良い。
　 更に生後2,3,5ヵ月にHBワクチンを接種する。生後6ヵ月後にHBs抗原及び抗体検査を行い必要に応じて任意の追加接種を行う (健康保険適用)。

接種年齢 母子感染防止事業

やむを得ない事情を有する場合のみ
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（経口）

DPT I 期
DT II 期

麻疹・風疹
混合（MR）

麻疹・風疹
混合（MR）

B CG

日本脳炎

水 痘

麻疹（はしか）

麻疹（はしか）

風疹

風疹

(流行性耳下腺炎)

（23価多糖体）

おたふくかぜ

ロタウイルス

インフルエンザ

肺炎球菌
（7価結合型）

Hib

B型肝炎

A型肝炎

肺炎球菌
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DPT
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毎年1または2回（1～4週間隔）

4週間隔で2回、20～24週を経過した後に1回、合計3回接種

2～4週間隔で2回、24週を経過した後に
1回、合計3回接種
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4/2生まれ

12/1生まれ

4/1生まれ

8/1生まれ

第1期

*2
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*6

高校3年生に
相当する
1年間の者。

中学校1年生に
相当する
１年間の者。

（インフルエンザ菌b型）

毎年2回（2～4週間隔）

脾臓摘出患者における肺炎球菌感染症予防には健康保険適用有。2009年10月から再接種可能。但し、再接種を行う場合には、必要性を慎重に考慮した上で、前回接種から十分な間隔を確保して行うこと
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また、第1期で受けそびれていた人も、この年齢で残りの回数を定期
接種として受けられることになりました。2011年度は第1期を完了し
ていない9歳児と10歳児に積極的勧奨が再開されました。
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2009年2月23日に乾燥細胞培養による新しい日本脳炎ワクチ
ンが薬事法に基づき承認され、2009年6月2日から定期接種と
して使用開始となりました。2005年5月30日以降、積極的勧奨
が差し控えられていましたが、2010年度は3歳児への初回接種
について、積極的な勧奨が再開されました。2011年度は3歳児
と4歳児に積極的勧奨が再開されました。

（乾燥細胞培養ワクチン） （乾燥細胞培養ワクチン）

HPV *7
（ヒトパピローマ
ウイルス） 2011年7月1日に薬事法に基づき製造販売承認され、2011年8月発売。2011年9月15日からは公費助成対象。

3回（0，2，6か月後）筋肉内接種

第1期 第2期

第3期 第4期

2009年10月16日に薬事法に基づき製造販売承認され、2009年12月発売。2010年11月26日から公費
助成対象。3回（0，1，6か月後）筋肉内接種

平成7年6月1日から平成19年4月1日生まれの者で4回の接種が終わっていない者 ※4

*3

5歳から7歳未満で小学校就学前1年間
（4/1～3/31）の者。
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生後6週から遅くとも24週までに、4週間以上の間隔をおいて計2回、経口接種。第1回目は生後20週迄に接種


